
（様式１）

2023年5月1日

概　　　　　　　要

修士課程（看護教育学領域）で、教員とし
ての立場で臨地実習指導

日本赤十字看護大学にて学生臨地実習
ティーチング・アシスタント

神奈川県立保健福祉大学実践教育センター
認定看護管理者教育課程サードレベル　統
合演習・政策提言アドバイザー

群馬県立県民健康科学大学大学院　看護政
策論　アシスタント

秋田大学大学院　護政策看護管理学特論
アシスタント

神奈川県立保健福祉大学学部2年
「看護関係法規」授業資料を教授と作成

神奈川県立保健福祉大学学部4年
看護管理学「看護行政と政策決定過程」の
授業資料を教授と作成

多職種連携推進課程「保健・医療施策の動
向と他職種連携」の授業資料を教授と作成

群馬県立県民健康科学大学大学院　看護政
策論　アシスタント：演習資料の作成

秋田大学大学院　看護政策看護管理学特論
アシスタント：演習資料の作成

神奈川県立保健福祉大学実践教育センター
認定看護管理者教育課程サードレベル　政
策提言演習資料の作成

特になし

・新潟県中越地震　日本赤十字社医療セン
ター救護班として災害救護班活動

・新潟県中越沖地震　日本赤十字社医療セ
ンター救護班として災害救護班活動
・日本赤十字医療センターにて、看護研究
倫理審査会設置の企画から運営
・東日本大震災　日本赤十字社医療セン
ター災害救護班初動活動救護班リーダー
・地域連携施設との研修会企画運営

5.その他

概　　　　　　　要

1.資格、免許 等 看護師免許

2.所属学会 日本看護管理学会

日本看護教育学会

日本赤十字看護学会

特記事項無し

2022年5月

2022年5月

看護がつなぐ医療と暮らし　在宅看護サー
ビスへのアクセサビリティ向上のための政
策研究（研究主幹：石原美和・松永早苗・
渡邉千登世・津村和大・三浦公嗣・増田政
江・中村由佳・佐藤直子）

氏　名　　佐藤　直子

学　　位研　究　分　野

3.教育上の能力に関する大学等の評価

1993年　5月10日

災害救護活動 2011年3月11日～13
日

2018年～2019年

2022年5月～8月

2022年6月～8月

2022年5月～8月

2022年6月

2022年10月～現在

4.実務の経験を有する者についての特記事項

職　務　上　の　実　績　に　関　す　る　事　項

2004年10月

事　　　　　　　項 　　年　　月　　日

１.教育方法の実践 2002年 8～9月

2.作成した教科書、教材

3.実務の経験を有する者についての特記事項

　　年　　月　　日事　　　　　　　項

2021年5月
2022年4月

2021年11月
2022年11月

教　育　研　究　業　績　書

研　究　内　容　の　キ　ー　ワ　ー　ド

教　育　上　の　能　力　に　関　す　る　事　項

看護管理学・看護教育学
修士（看護教育学）日本赤十字看護大学

博士（看護管理学）日本赤十字看護大学大学院

看護管理学・組織行動・看護政策

2022年4月

災害救護活動

災害救護活動

看護研究倫理審査会立ち上げ

地域連携に向けた研修会実施

2007年7月

2007年

2012年～2014年



（様式２）

著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は発表
年月

概　　　　　　　要

（著書）
１．ホスピス緩和ケア病棟, 共著 2011年

（学術論文）
１．救急外来の看護師が抱く
「ネガティヴ」な感情

単著 2004年3月 2次救急外来の看護師にインタビューを行
い、救急外来の看護師が抱く「ネガティ
ヴ」な感情の文脈を抽出し質的に分析し
た。看護師は「ネガティヴ」な感情を抱く
が、逃げ出さずに看護実践を展開してい
た。「ネガティヴ」な感情はヒューマンケ
アにおいて生じているものが多く、ヒュー
マンケアに必要な対応能力に関する教育の
必要性が示唆された。

２．【看護部のマネジメントは
病院移転でどう機能したか　日
本赤十字医療センターの場合】
病院移転の実際［その１］「患
者移送」事前に準備が成否を分
ける．

共著 2020年9月 大和田恭子・佐藤直子
勤務していた日赤医療センターが病院移転
した際に、「患者搬送」チームのリーダー
として、準備や当日の患者搬送システムに
ついての実践報告した。

３．医療提供体制の改革による
計画的な病院統合・病棟再編に
関する研究の動向．

単著 2021年1月 我が国の医療計画の一環として、地域医療
構想計画が行われ、医療施設では、計画的
な病院統合・病棟再編が推進されている。
そこで、病院統合・病棟再編における研究
について文献検討を実施した。

（学会発表、講演など）
１．学会発表
救急外来の看護師が求める管理
体制：ネガティヴな感情に焦点
をあてて．（口頭）

単著 2004年8月 救急外来の看護師を対象にインタビューを
実施し、救急外来で業務する中で認識した
ネガティヴな感情に関する文脈を抽出し、
救急外来の看護師が求めている管理体制に
ついて明らかにした。

２．シンポジスト
緩和ケア事例検討

単著 2010年7月 これらかの緩和ケアについて、緩和ケア病
棟の立場で事例報告し、ディスカッション
を行った。

３．脳腫瘍患者への緩和ケア：
家族ケア（講演）

単著 2010年11月 脳腫瘍がある入院患者のケアおよび家族ケ
アについて事例を活用し評価と課題を含め
て報告した。

４．東日本大震災における救護班
初動活動

単著 2011年12月 東日本大震災における初動の救護班活動と救護班
のリーダーの役割を事例を通して講演した。

５．学会発表
薬害HIV/AIDS患者の精神健康・身
体症状・生活の満足度に関する25
年間の縦断調査と患者のとの振り
返り．（口頭）

共著 2021年11月 〇石原美和・島田恵・大金美和・松永早苗・八鍬
類子・佐藤直子・池田和子・柿沼章子・武田飛呂
城、薬害HIV感染患者の25年間の縦断調査の第3段
の調査を行い、25年間の主な出来事と満足度の変
遷を明らかにした。「偏見・差別の時代」「HIV
＝死の時代」「ART奏功の時代」「肝炎暗黒の時
代」「加齢による変化の時代」の共通する5つの
時代が明らかになった。

（その他）
１．【基礎を学べば怖くない！Q&A
輸血業務完全マスター】．

共著 2002年4月 〇鈴木憲史・天谷洋・井上靖之・澤登雅一・中川
靖章・松田功・勝間田裕子・最所浩美・佐藤直
子・重元宏恵・島田夏子・鈴木奈緒子・小野直
行・佐伯康弘・多田和子・鍋島いずみ
病院で行われる輸血業務関してQ&A方式で解説す
る特集の一部の、「緊急輸血が多い部署（救急外
来）での異型輸血防止策」に関する解説を担当
し、具体的な防止策を記述した。

修士論文

看護管
理,20(9),790-797．
（解説）

日本赤十字看護学会
誌,22(1)．41-49．
（博士論文の副論文
として投稿）

著書　梅田恵・射場
典子編（2011）．看
護学テキストNICE
緩和ケア　大切な生
活・尊厳ある生をつ
なぐ技と心．南江
堂．

緩和ケアについてのテキストの中の一部の
「ホスピス緩和ケア病棟」について役割や
環境設備の在り方、医療チームで行われる
緩和ケアについて解説した。pp.35-38.（全
264頁）

西武文理大学（広報委員会委員・学生サー
ビス委員会委員・保健委員会委員）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

第8回日本看護管理
学会（栃木）

第18回　城南緩和ケ
ア研究会（東京）シ
ンポジスト

緩和ケア研究会（東
京）　講演　緩和ケ
ア病棟における困難
事例
第31回看護科学学会
学術集会（高知）
ナーシング・サイエ
ンス・カフェ　講演

研　究　業　績　等　に　関　す　る　事　項

4.その他

第35回日本エイズ学
会学術集会（東京）

ナーシング・
トゥデイ,
17(4),19-43（解
説）


